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は じ め に

わが貝塚市は、北 に波静かな大阪湾、南に緑豊かな和泉山脈 とに接 し、恵まれ た自然環

境 を有 する地域であります。その自然環境の良 さか ら、市内にはわた くしたちの先人が残

した数多 くの遺跡が存在 します。

これ らは貴重 な歴史的・文化的遺産であり、後世 に伝 え るために保護を講 ず ることは、

現在 に生 きるわたくしたちに与えられた義務であります。 しか し、近年の都市化 の波 によ

る各種開発 はこれ らを破壊の危機 にさらしています。

今回の調査 もこうした開発行為 に伴 う事前調査 であ りますが、幾多の成果を得 ることが

で きま したので ここに平成5年 度中に実施 しました市 内埋蔵文化財緊急発掘調査の一部 を

報告 いた します。本書 の刊行 にあた りま して、皆様の文化財 に対するご理解を深めていた

だ くとともに、文化財 の保護・保存、研究の一助 となれば幸 いに存 じます。

なお、調査並 びに本書作成 にあた り、地元の方 々をは じめ関係者各位には多大な ご理解

ご協力を頂 き、末筆ではありますが ここに深 く感謝の意を表す次第であ ります。

平成6年3月31日

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教 育 長 福 井 笠 彦
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1.本 書 は貝塚市教育委員会が平成5年 度に国庫補助金を受けて実施 した、大阪府 貝塚市

域 における埋蔵文化財緊急発掘調査結果の うち、秦廃寺、貝塚寺内町遺跡の発掘 調査に

かかる結果の概要報告である。

2.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課文化財係、学芸員前川浩一、三浦 基、上野
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実施 したものである。

足立 涼子 石橋 孝子 大西 隆子 國本 純子 澤村 香織
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1秦 廃 寺 の 調 査

1.位 置 と環 境(図2)

調査を実施 したのは貝塚市北部に位置する秦廃寺の一角である。

秦廃寺 は貝塚市 と岸和田市のほぼ境 を流れる津 田川左岸に位置 し、 東西約150m、 南北

約150mの 寺域 をもっ と考え られ、海抜約25mを 測 る段丘上 に立地す る。明治時代 に合祀

され廃 された麻生河王子社跡付近の開墾 によ り白鳳時代の瓦が多量 に出土 し、それ らが古

くか ら紹介 された遺跡 である。 しか し、調査例は少な く、遺跡の内容 は明 らかではない。

周辺の遺跡としては、北 には中世の集落跡である半田北遺跡、南 には中世 の集落跡 で あ

る麻生中下代遺跡、西 には中世の集落跡、寺院跡 であ る新井 ・鳥羽遺跡、東には中世 の散

布地である半田遺跡が存在する。また、東約100mに は熊野街道が南北 に通 り、一里 塚が

存在する。周辺の調査例 は確認調査が数例 ある程度であり、 まとまった調査 はな く、 この

地域の歴史的変遷 は明確ではない。

今回の調査地 は遺跡マーク地の西端 にあた り、既に住宅密集地 となっている貝塚市 半田

709で ある。

図2秦 廃 寺 調 査 地 位 置 図
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2.調 査 の概 要(図3)

開発計画 にもとづ き、調査対象地内北部 に1.5×2.5mの 調査区、 南西部 に2×5mの 調

査区を設定 し、前者を第1区 、後者を第2区 として調査を実施 した。

調査地 における層序 は、第1区 では上か ら順 に淡褐色 シル ト質土(第1層 、約20cm)、

褐色 シル ト質土(第2層 、約15cm)、 淡褐色 シル ト質土(第3層 、約10㎝)が 堆積 し、 そ

の下 に地 山となる暗黄茶色土が存在す る。第2区 では褐色 シル ト質土(第2層)の みが堆

積 し、層厚約30cmを 測 る。その下 に地 山とな る暗黄茶色土が存在する。第1区 、第2区 の

地 山面の高低差 はほとん どなく、ほぼフラットである。

遺構はすべて第2区 地山面 にて検出し、第1区 では遺構は存在 しなか った。

図3調 査 地 概 略 図
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図4遺 構 配 置 図

3.検 出遺 構(図4)

調査では第2区 地山面 において、4ケ 所 の遺構を検出 した。埋土 はいずれ も面上 に堆積

する褐色 シル ト質土である。時期的には近世のものと思われる。

第1区 では遺構を確認できなか った。

以下、その概要を示す。

SX-1

本遺構 は第2区 西端にて検出 した溝 と考え られるものである。調査区外に広がるため全

体の規模 は不明であるが、検 出幅1.1m、 深 さ31asを 測る。埋土 は褐色 シル ト質土 であ り、

断面は2断 状である。遺物 は今回の検出遺構の中で最 も多 く、瓦片、瓦質羽釜、陶器す り

鉢等が出土 した。

SX-2

本遺構 はSX-1東 側 にて検出 した土坑である。調査区外に広がるため全体の規模 は不

明だが、長軸1.5m、 短軸0.7m、 深 さ20cmを 測る。埋土 は褐色 シル ト質土 であ り、2段 に

掘 りこんでいる。遺物 は瓦片が出土 した。

SX-3

本遺構 はSX-2南 側 にて検出 した土坑である。調査区外に広がるため全体の規模 は不

明だが、幅約1.3m、 深 さ6cmを 測 る。埋土 は褐色 シル ト質土であ り、断面は レンズ状を呈

す。遺物 は出土 していない。
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SX-4

本 遺 構 は調 査区 中央 にて検 出 した土 坑 であ る。調 査 区外 に広 が るため全体 の規 模 は 不 明

だが、長 軸3m、 短 軸1.3m、 深 さ6α πを測 る。埋土 は褐 色 シル ト質土 で あ り、断面 は レ ン

ズ状 を呈 す。遺物 は出土 して いな い。

4.出 土 遺 物

調 査 で は遺構 、遺物 包含 層 よ り、中世 、近世 の土 器等 が 出土 して い る。量 的 に は瓦 が多

く、 特 に中世 の瓦が多 い。次 に近世 の陶磁 器が多 く、 中世 の土器 は最 も少 な い。

以 下、 主 な もの にっ いて そ の概 要 を示 す。

SX-1(図5、 図版5)

1、2は 瓦質羽 釜で あ る。 口縁部 外面 に段 を有 す る もので あ る。内面 はハ ケ目、 体 部 外

面 に横位 ケ ズ リを施 す。

3は 陶器 擂鉢 で あ る。片 口を有 し、復 元 口径26cmを 測 る。

4は 青 磁 皿 と思 われ る。復 元 口径14.2cπ を 測 る。

5は 瓦質 羽釜 と思 わ れ る。内面 には指頭 圧痕 が残 り、復 元 口径29.2cmを 測 る。

6は 土 師質 を呈 す火鉢 と思 われ る。内外 面 にナ デを施 し、外 面 に ス タ ンプ文 を有 す る。

復元 口径25.2cmを 測 る。

7～12は 瓦 で あ る。7は 軒丸 瓦 で あ る。瓦 当部 は接合痕 が残 るのみ で あ る。 内面 に糸 切

り痕 、布圧 痕 が残 る。8は 軒平 瓦 で あ る。瓦 当部 は唐草文 が残 るが上半 部分 で あ る た め不

明確 で あ る。9、11は 丸 瓦 で あ る。9は 内面 に糸 切 り、 布圧痕 を有 し、外 面 は ナデを施 す。

11は 内面 布圧 痕 を有 し、外 面 は ナデを施 す。10は 平瓦 で あ る。凹面 は布 目痕 、 凸面 は縄 目

タ タキを施 す。12は 鬼瓦 と思 われ る。

遺 物包 含 層(図6)

13～20は 第1区 第1層 、 第2層 出土 で あ る。

13～15は 磁 器 で あ る。13、14は 染 付丸 小碗 で あ る。 外 面 に梅 文 を施 す 。13は 口径IOcm、

高 さ5.2crrc、14は 口 径9.4cmを 測 る。15は 皿 と思 わ れ る。 外 面 底 部 は露胎 で あ り、 淡 赤 色 を

呈 す。見 込 み は蛇 の 目釉 は ぎで あ る。釉 は灰 白色 で あ る。

16は 陶 磁 器で あ る。高 い高 台 を もち、 ア メ色 の釉 が かか る。全面 に貫 入が あ り、 胎 土 は

妬 器状 で あ る。

17、18は 陶 器 で ある。17は 復 元 口径10.8cmを 測 る。 ロ クロ び きの痕 跡 が残 り、淡 褐色 の
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図6遺 物包含層出土遺物

釉が薄 くかか る。18は 底部外面は露胎であ り、 ロクロケズ リが残 る。淡赤色の釉が薄 くか

かる。

19は陶器鉢である。復元口径24cmを 測 る。

20は 陶器すり鉢である。外面は回転 ナデを施す。

21、22は 第2区 第2層 出土 である。

21は 丸瓦である。内面 は糸切 り、布圧痕が残 り、外面 はナデを施す。

22は 平瓦であ る。凹面 は布圧痕、凸面 は縄 目タタキが残 る。

5.ま と め

今回の調査は様々な制約の中での調査ではあったが、一応 の成果 は得 られた ものと思 わ

れ る。

遺構、包含層成立時期は近世以降であることが出土遺物か ら考え られる。 しか し、 その

中には中世の瓦、土器が良好な保存状態で出土 し、当地域 の中世を考え る上で貴重 な発見

となった と云えよう。

瓦 の状況か ら云 うと、中世段階に当地域 に寺院が存在 した ことは確実であ り、その後、
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廃絶 もしくは近世 まで存在 したか不明であるが、近世段階 に大規模な開発 によって、 これ

らが近世の遺構の内に取 り込 まれたことが考え られる。また、遺構か らはこの近世 の開発

は現集落 にかかわるものと推定できる。

秦廃寺 につ いては、遺跡マーク地東半 において、白鳳時代、中世 の瓦 が出土 したこと、

同地域 の小規模な調査において瓦が出土 したこと以外、遺構 の内容にっいての事実は判 明

していない。そのような状況の中で、遺跡 マーク地の西部 において、このよ うな成果 が得

られた ことは注目を引 く。

今後 の問題点としては、

(1)中世以前 の状況

②中世 の寺院跡の変遷、遺構の広が り

㈲近世遺構 の広が り

が挙げ られる。

本調査地周辺 は従前に宅地化が進んでおり、まとまった調査は期待できない地域で ある

が、上記 の問題点 を踏 まえ、小 さな開発 において も密度の高い調査を実施 して行 きたい。
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II貝 塚寺 内町遺跡 の調 査

1.位 置 と環 境(図7)

調査を実施 したのは貝塚市北部 に位置する貝塚寺内町遺跡 の一角である。

貝塚寺内町遺跡 は貝塚市の海岸部に位置 し、砂帯か ら中位段丘端部、海抜2～9mを 測

る地点 に位置する。中世末か ら近世 にかけて寺内町として栄え、古絵図によると周 囲に は

堀 と土塁が巡 り、防備の施された城塁的都市であったことがわかる。

周辺の遺跡 として は、東には中世か ら近世 の集落跡、窯跡 と思われる津田遺跡、近世散

布地である東遺跡、中世の集落跡である堀秋毛遺跡、南 には古墳時代以降の集落跡で ある

加治神前 畠中遺跡、縄文時代以降の散布地、集落跡である脇浜遺跡が存在 し、南側 の遺跡

を除 くと周辺 は中世以降 に開 けた地域である。

今回の調査地 は遺跡マーク地の南端にあた り、貝塚市南町1123他 で ある。摂河泉文 庫、

南川孝司氏によると、調査地周辺は本市を代表す る願泉寺御庭焼 とい う窯業 の 「陶器所」

が存在 した場所であるとしている。また、土地所有者の言で は、昔その場所 は陶器の倉 庫

であった とい うことを聞いているとのことであった。

図7貝 塚寺内町遺跡調査地位置図
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2.調 査 の概 要(図8)

調査 は開発計画にもとづ き、建物基礎掘削部分全面を対象と して実施 した。

調査地内の基本層序は現代盛土の直下 に、陶器等を多量 に含む暗灰色粗砂混粘質土(第

2層 、約20cm)が 存在 し、その下 に黒褐色粘質土(第3層 、約15cm)、 黄灰色、灰色混粘

質土(第4層 、約30cm)、 暗灰色粗砂混粘質土(第5層 、約20cm)と なる。

第5層 を確認 した レベルにて、開発建物基礎底部に達 したため、 この段階にて掘削 を終

了 し、地 山等の検出は行わなかった。

遺物は第2層 より多量 の陶器、窯道具等が出土 した。 しか し、第4層 か ら寛永通宝1点

が出土 した以外、他の層か らの出土 はなか った。 したが って、各層 の時期決定 は難 しい。

図8調 査 地 概 略 図
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土 層堆 積 の状況 か らす ると、第1層 は今 回 の開発 にか か る盛 土 で あ り、第4層 は土 間 状

につ き固 め られて お り、開発 地 の既設 建物 にかか わ る もの と思 わ れ る。 第2層 、第3層 に

っ いて は、第3層 、第2層 の順 に盛 土 したよ うな状況 を呈 し、現代 盛土 と はか か わ りの な

い ことは考 え られ るが、層 の意 味 にっ いて は判 断 が難 しい。既設 の建 物 は、持 ち主 に よ る

と江 戸時 代 の もので あ った との話 で あるが、確 認 は取 れて いな い。

地 山面 を確 認 して い ない こ と もあ り、遺 構 は検 出 して いない。

以 下、 第2層 の出土遺 物 にっ いて、 そ の概 要 を示 す。

3.出 土 遺 物(図9～12、 図 版7、8)

調 査 で は第2層 か ら所 謂.「伊賀 ・信 楽焼 系」 といわれ る陶器 、厘鉢 、 タナ板 等 窯 道 具 が

多 量 に出土 した。一部 、染付 等 出土 した もの の、大部分 は これ らの もの で 占め られ る。

以 下、主 な ものにっ いて そ の概 要 を示 す。

23、24、26は 染 付碗 であ る。23は 釉 が くすみ灰 色 を呈 し、 口径11.2cm、 高 さ5.4cmを 測 る。

24は 立 浦 草 花文 を 内外面 に施 し、 口径9.3cm、 高 さ4㎝ を測 る。26は 高 台径4.2cmを 測 る。

25は 陶 器 で あ る。 ケ ズ リ出 し高台 を有 し、外面 、 内面 は明 るい赤灰 色 の釉 を か け る。 高

台内 には 「朝 日」の刻 印 があ る。

27は 磁 器 仏飯 器 で ある。 口径4.8㎝ 、 高 さ約6㎝ を測 る。色絵 付 に よ って文様 を施 す 。

28は 灯 さん で ある。 口径5.8α π、高 さ1.3cmを 測 る。 ロ ク ロ成 形 で あ り、 底 部 外 面 に 回転

糸 切 り痕 を有 す。 内面 か ら外面 上半 にか けて柿釉 が かか る。

29は 磁 器 杯 で ある。内面 に山、鶴 等 の絵付 を有す。 口径6.8㎝ 、 高 さ2.7cmを 測 る。

30～78は 所 謂 「伊 賀 ・信楽 焼系」 といわれ る陶 器 であ る。

30、31は 茶 入 の蓋 と思 わ れ る。大 き く外 反 す る蓋部 を もち、底部 外面 はヘ ラ切 り痕 を有

す。30は 円形 のっ まみを もっ が、31は 不 明。30は 高 さ2.1㎝ 、31は 蓋 部 の みで 高 さ1.1侃 を

測 る。

32、33は 行 平 蓋 で ある。高台状 のっ まみ を もち、外面 には沈線 が あ る。沈線 は32が8条 、

33が5条 を有す。

34～37は 土 瓶蓋 で あ る。平 らな底部 か ら体 部 はほぼ直 立 し、口縁部 にて折 り曲 げ る。 口

径5.2～6.5cm、 高 さ1.9～2.2cmを 測 る。 っ まみ は2種 あ り、2方 をっ まみ上 げた もの(35、37)、

3方 をっ まみ上 げた もの(34、36)が あ る。底部 外面 は ロク ロによ るケ ズ リを 施 し、 上 面

部分 のみ 釉 がか か る。
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図9出 土 遺 物

38は 不 明蓋 で ある。 つ まみ上面 に 「の」字 の切込 み が あ り、外面 はイ ッチ ン に よ る絵付

を有 す。

39～42は 土 瓶蓋 で あ る。

39鉢34～37と 同 形 態 を とる もの と思 われ るが、底 部以 外残 存 しな いた め、 こ こで は一応

別 けて い る。菊 花状 のっ ま みを有 し、外面 は ロク ロのケ ズ リを施 す。

40、41は 球 状 のっ まみ を有 す蓋 で あ る。42も40と 同 形 態 と思 われ る。 ロ ク ロ に よ り成 形

し、上面 のみ施 釉す る。41は 焼 成 時 に別 個体 が付 着 して い る。40は 口径8㎝ 、 高 さ4.4cm、

42は 口 径7.8㎝ を 測 る。

43～45は 土 瓶 口縁 部片 であ る。沈 線 を施 す もの(43、44)、 イ ッチ ンが きの もの(45)

が あ る。43に は 山型 の把 手用 の耳 が付 き、他 の もの もっ くと思 われ る。

47は 土 瓶 注 ぎ 口部 片で あ る。体 部 に沈線 を施 し、注 ぎは3ケ 所 孔 を穿 つ。

48～50は 土 瓶底部 片 で あ る。上 げ底 に な って お り、外 面 に はロ クPに よるケ ズ リを施す。
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図11出 土 遺 物
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図12出 土 遺 物
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50は 外 面 に3条 の沈 線 が入 る。

46は 行 平把手 で あ る。 中空 であ り、上 下2枚 を型造 り して はり合 わせ る。上 面 に不 明 確

な文様 をっ け る。

51は 行平 口縁 部片 で あ る。復 元 口径16.1cmを 測 り、 注 ぎ 口、 把 手部 分 は残 って い な い。

外 面 は トビガ ンナを施 す。 口縁部上 面 を除 き、内外 面施 釉 す る。

52は 片 口で あ る。 内湾 す る体 部 に内側 に広 が る口縁 を もっ。注 ぎ口 の部 分 は残 って い な

い。復 元 口径22cmを 測 り、 内外 面 に施釉 す る。

53、54は 鉢 であ る。53は 口縁 部端 をふ くらませ、上面 に面 を もっ。 口径16.1㎝ 、 高 さ7.1

㎝ を 測 る。内外 面施釉 し、 ケズ リ出 しによ る高 台部 分 のみ露胎 で あ る。54は ロ縁 部外 面 を

っ まみ 出す もので あ る。 口径17.4㎝ を 測 る。 ロ クロに よ り成 形 し、外 面 は ロ ク ロ によ るケ

ズ リを施 す。素焼 で あ る。

55～59は 鉢 ま た は片 口底部 で あ る。高 台 は ロク ロに よる ケズ リ出 しで あ り、 外面 もケ ズ

リを施す。 内面 は ロ クロ成 形痕 が残 る。内面 およ び外 面 下半 まで施釉 す る。58は 内面 に ト

チ ンが付 着す る。59は 素 焼 き時 の ピン跡2ケ 所 、施 釉 後 の ピ ン跡3ケ 所 が残 り、 ピ ンが1

っ 付着 して い る。

60、61は 腰 折椀 で あ る。60は ロク ロ成形 後高 台 はケ ズ リ出 しで、 体部下 半 に トビガ ンナ

を施 し、 その上下 には沈線 を入 れ る。 内面 か ら外面 の上 の沈線 まで はオ リー ブ色 の釉 を か

け、 トビガ ンナの部分 は茶 色 の粕 をか け る。61は 外 面 下半 に トビガ ンナ を施 し、 ピ ンが付

着す る。

62～67は 土 鍋 口縁 部片 で あ る。体 部 はや や内湾 し、頸 部 で外 上方 に お りか え し、 口縁 部

は内側 にお り曲 げ肥 厚 させ る。 ロク ロ成形 後外 面 は ロク ロに よる ケズ リを施 す。66、67は

把 手 が残 り、他 は残 って い ない。80は 素焼 きで あ り、他 は内外 面 に薄 く施 釉 す る。

68、69は 土 鍋底 部 で あ る。外面 はロ クnに よ るケ ズ リを施 し、底部 はケ ズ リに よ りや や

上 げ底 状 で あ る。足 が3ケ 所 にっ く。

70は 端 反椀 で あ る。外 面下 半 か ら高 台内 にか け て ロクAに よ るケ ズ リを施 し、 高台 もケ

ズ リ出 しによ る。内外 面共 に施 釉す る。畳付 に は小 さい胎 土 目がっ く。 口径9cm、 高 さ5 .

8cπを 測 る。

71、72は 椀 で あ る。70と 同様 の方 法 によ り形 成 されて い るが、高 台が やや太 く短 い。

73～75は 行 平 の蓋 と思 わ れ る。っ まみ上 面 に 「の」 字 の切 り込 みが 入 る もの(73、75)

うず 巻 きの もの(74)が あ り。蓋部 上面 に トビガ ンナ を施 す もの(73、75)が あ る。
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76は 筒 小椀 と思 われ る。底部 は ロク ロによ るケズ リを施 す。

77は 灯 さんで あ る。底部 、下面 は ロク ロによ るケズ リを施 し。内面 は1ケ 所U字 形 の切

り込 みの入 った桟 が設 け られ る。 口径7.2㎝ 、 高 さ1.5craを 測 る。

78は 灯 明台 で あ る。杯状 を呈 す る部分 か らほぼ まっす ぐ下 に柱 状 の脚 がっ き、 そ の下 部

に高台 を もっ杯 状部 分か らな る。復元 口径7㎝ を測 る。

79～91は 窯 道 具 で ある。

79は タナ板 に輪 トチ ンが付着 した もので あ る。 タナ板 は厚 さ約4.8侃 を 測 り、 側 面 部 分

以 外緑 色 の釉 がか か る。 トチ ン上面 は付 いて い た陶器 の形 が残 り、2ケ 所 ピン跡 の よ うな

穴 が残 る。 トチ ンにつ いて は胎 土 の状態 で陶 器 に付 け焼 いた もの と推定 で きる。

80、82は 輪 トチ ンで あ る。79に 付着 した もの と同様 の もので あ る。 陶器 に輪 に して 押 し

っ け た時 の接 合 した跡 が残 る。80は 大型、82は 小型 で あ る。

81は ハ マ と思 われ るが蓋 の可能 性 もあ る。全 体 に施釉 され、 中心 に孔 が穿 た れ て い る。

右 側面 に は4ケ 所 の ピ ン跡 が あ る。 直径7.8cm、 厚 さ8mmを 測 る。

83は 輪 トチ ンであ る。 ケ ズ リによ り成 形 して い る。底部 に は ピンが付 着す る。

84～86は ピ ンで あ る。型 によ り成形 して いる。

87～90は 厘 鉢 で あ る。 口縁部 に切 り込 みを2ケ 所 を もち、切 り込 みが深 い もの と浅 い も

の とが あ る。 口縁 部 と底部 に輪 トチ ンと同様 の胎土 を貼 り付 け重 ねて い るもの と思われ る。

胎土 は信 楽焼 状 を呈 し、側 面等 は釉 が かか る。87は 直径 約24cm、 高 さ17.6cm、88は 直 径23.

6cm、 高 さ16cmを 測 る。89は 直 径20.2㎝ を 測 り、や や小 さい。90は 形 がい びつ で はな く、 外

面 に丸 に幸 の刻 印が入 る。直 径21.Scrnを 測 る。

91は タ ナ板 で ある。 右側面 下 部 に輪 トチ ンと同様 の胎土 が っ く。小 口側 面以 外 は全 体 に

釉 がか か る。厚 さ約4.4伽 を 測 る。

これ らの釉 はオ リー ブ灰 色系 の釉 がか か る。

4.ま と め

今 回の調 査 は多 くの制約 のた め、充 分 な調査 が実施 で きた とは云 え ない。 しか し、 厳 し

い条件 下 で はあ ったが、新 た な事実 が判 明 し、今後 に問題 を残 す ものの一 応 の成果 は得 ら

れ た もの と思 わ れ る。

遺 構 にっ いて は地 山面 を検 出 せず、盛 土状 を呈す る部 分 まで の掘 削 で あ ったた め、 見 る

べ きもの はな い。 しか し、 陶器等 を多 量 に出 した第2層 下 の第4層 上面、土 間状 部 分 の 時
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期的な ことが、 これら陶器 の時期を考える上で問題 となる。面的に調査できなかったため、

今後周辺の調査によ って検討することとしたい。

出土遺物 の大部分 を占める陶器類は、貝塚市堀付近に窯が存在 したとされる音羽焼 とし

て紹介されている陶器類とほぼ同一のもので ある。 また、本市報告第33集 として出版予 定

である平成4年 度実施の堀新遺跡 の調査か らもこれ ら陶器類 と同様のものが多量に出土 し

た。

音羽焼 として紹介されているもの、堀新遺跡出土の ものは、器種、釉調、窯道具類等まっ

た く同一の ものであり、 「音羽焼」と云 う名称 についての問題は存在するものの、 同 じ窯

にて焼成 されたことが云える。 しか し、今 回の調査のものは、釉調、窯道具類 は同一 であ

るものの、器種 に若干の違いが存在 し、同一の ものであるとは現時点で は断定で きない。

摂河泉文庫南川孝司氏によると、本調査地周辺は江戸時代か ら明治時代初頭 にか けて、

「陶器所」と云 うものが存在 した地域であるとしている。さらに、 その 「陶器所」 は願泉

寺御庭焼 にかかわるものとしている。 また、先述 したとおり、地元 には当地 に昔 陶器 の倉

庫が存在 したという話がある。

これ らの話 は文献等 によって裏付け られたものではないが、 もし事実であるならば、音

羽焼 と願泉寺御庭焼 と云 う、まった く違 った焼物 として捉え られているものが、ほぼ同一

の ものであるとなって しまう。

本市の海岸部付近では、江戸時代頃始 まるとされる窯業が数種伝え られている。 これ ら

は窯跡等その内容 にっいて不明であり、名称のみが存在 していると云って もよい。

しか し、今回の調査の様に窯業にかかわ ると思 われる地点が存在 していることがほぼ確

実 とな り、また、その作品であると思われる製品 も存在することが判明 した。問題 は山積

みの状態ではあるが、今後、考古学成果、文献資料の両面よりアプローチすることにより、

これ らの陶器 にっ いて明確 にしなければな らない。
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